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令和５年度第１回二宮町児童生徒安全対策協議会 議事要旨 

 

 

開催日時：令和５年５月 19日（金） 10時 00分～12時 00分 

開催場所：町民センター ２Ａクラブ室 

出席者 ：（会員） 

     出席 19名 

     成岡会員、山田会員、鈴木会員、小笠原会員（代理：岩田氏）、紺野会員、野

中会員（代理：八木氏）、土屋会員（代理：三留氏）、松本会員、薮田会員（代

理：橘川氏）、栁川会員、後藤会員、野田会員、境野会員、永井会員、山口会

員、新井会員、西山会員、宮下会員、森会員 

     欠席 １名 田中会員 

     （事務局）教育部長、教育委員会教育部教育総務課４名 

傍聴者 ：０名 

会議次第：１．開  会 

２．あいさつ 

３．会員自己紹介 

４．会長・副会長の選出について（会長：森会員、副会長：成岡会員） 

５．協  議 

     （１）中郡管内不審者情報等について  

      （２）本協議会の取組について 

      （３）各学校の取組について   

（４）その他 

     ６．閉  会 

 

配布資料 

・次第 

 ・資料１ 中郡管内不審者情報 ≪2023.2～2023.5.19≫  

・資料２ 令和５年度二宮町児童生徒安全対策協議会の取組 

 ・資料３ 二宮町通学路交通安全プログラム 

 ・資料４ 令和 4 年度 通学路点検実施結果一覧表（令和 4 年 8 月 25 日木曜日）実施）【令和 5 年３月末対応状況】  

 ・参考資料１ 二宮町附属機関が開催する会議の公開について 

・参考資料２ 二宮町児童生徒安全対策協議会設置要綱 

・参考資料３ 令和５年度 児童生徒安全対策協議会 名簿 
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議事要旨 

（１）二宮町通学路交通安全プログラム〈資料３〉 

会員 資料３（２）②の合同点検は、例年どのように実施しているのか。 

会員 

 

例年、保護者の方に出席していただいていない。その前に、通学路で気

になるところがあるか各学校から伺い、意見があれば吸い上げている。 

会員 同じ項目について、現場を見に行くとき、地区長が絡んでいない。どう

表現するかは別だが、例えば地区長なり、そういう関係の方も一緒に入

って点検した方が、地区長連絡協議会で地区から要望書を出す時も速や

かに出るのではないか。 

横につながれば、もっと大勢の方が同じ内容を同一レベルで問題を見ら

れると思うので、ここの表現を追加するのかどうか。校外委員さんは苦

労しているので、本当は強制力があった方がいいと思う。学校にお願い

するものなのか。 

防災安全 

課長 

まず、地区要望は、すべてが叶うかはなかなか難しくて、まず客観的に

学校の先生や二宮町、警察などの関係者で話し合いをし、その結果を地

区長さんにご相談させてもらっている。なるべくやっていきたいという

目線で見ている。 

実際やるときには、例えば、その地区のご意見や承諾いただく必要があ

る部分もあるので、そういったところで関わっていただければいいのか

なと思っている。 

会員 選ばれた中で優先順位があるでしょうから、ここですよと実際やる時は、

その地区に連絡が来るということですか。 

防災安全 

課長 

そうです。 

会員 合同点検をする場所は、あらかじめ皆さんの方で決めてあるわけですよ

ね。リストアップするのは我々ですよね。 

二宮西中 

教頭 

校外委員さんや生徒、教職員が通学路の点検などをして、教員が気にな

っているところをリストアップし、すべてを合同点検することはできな

いので、教育委員会で、ある程度ここは確認しようということで、リス

トに載っているものを点検していただいている。 

会員 特定できるわけだから、その地区の地区長さんや自治会長さんなど、そ

ういう人たちが参加するのが望ましいのではないか。 

防災安全 

課長 

先ほど地区長さんが地区要望と言っていたが、できる、できないという

ことを客観的に見させてもらってから、ご相談をしているので、最初の

段階ではまだかなというところです。 

会長 学校ごとに、運営協議会制度があり、コミュニティ・スクールの中で、

地区の代表の方にも必ず入っていただいている組織ができている。 

その学校運営協議会の中でもこの話題を触れ、地区と共有していただき、

通学路の安全対策に資していただければと思う。 

（２）二宮町通学路交通安全プログラム〈資料４〉 

都市整備 二宮小学校の二②について、道路標示設置済みとなっているが、「令和５
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課長 年度に設置予定」に訂正をお願いする。 

会員 ここで対応しないと出たものに対して、また同じ意見があがってきた場

合はもう出さずに、「このような見解が出ておりますので提出はしませ

ん」と答えてよろしいか。内容が重複しているものであればあげないで

よいか。 

二宮西中 

教頭 

例えば、状況が変わっているということであれば、あげていただいた方

がよい。 

教育部長 去年はこういう状況だったが、今度要望するときは、このように変わり、

やはり危険なのでもう一度お願いしますというようにしていただければ

と思う。 

会員 各委員にも共有したいと思っているので、設置済みのものはビフォーア

フターで写真を入れていただくと、見てない人が分かりやすいので、ぜ

ひ今後はご検討いただけたらと思う。 

会長 参考にさせていただきたいと思う。 

二宮小 

教頭 

（二宮小学校） 

・学校の安全に関わる取り組みは、年度初めに全教職員向けに、防災、

防犯マニュアルを配り、それに基づき、年間 4 回の避難訓練を実施して

いる。また、校舎内外の施設について安全かどうかということで、安全

点検を実施している。 

・交通安全という観点では、大磯警察署の方に来ていただいて、交通安

全教室を、今年度実施できたらと考えている。 

・児童の登下校の見守りにつきましては、地域の各団体の方、町の方、

警察の方、そして学校運営協議会の方、保護者の方と協力しながら、取

り組んでいます。 

・本校では校外指導委員会が、児童の下校について取り組んでいるが、

校外指導委員の定例会に、学校運営協議会の中の見守り部会の方に参加

していただいて、登下校における課題について、地域の方とも共有しな

がら一緒に考えていくという取り組みをしている。 

会員 （二宮小学校） 

今、各地区で通学路の危険箇所を調査しており、各地区での抽出は終わ

って、通学の点検担当の委員さんが取りまとめを行っている段階です。 

一色小 

教頭 

（一色小学校） 

・児童の登下校に関しては、ＰＴＡの方の旗振りや、地域の方々のボラ

ンティア、駐在所の方の協力、児童民生委員さんのご協力など、本当に

いろんな方々に見守っていただき、安全確保をしている。 

・先日も朝会の中で、感謝の会というのを開き、普段見守ってくれてい

る方で、都合がつく方 30名弱を招待し、子供たちから感謝の言葉や、校

歌を心を込めて歌う機会を持つことができた。皆さんに支えられて、子

供たちは育っているなと思う。 

その感謝の会の後に、さらに都合がつけられる方は、情報共有をしよう

ということで、残っていただいて、学校運営協議会の方や、普段見守っ
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ている方、駐在所の方と情報共有をさせていただいた。 

話題として出たのは、保護者の方が下校の際、車で迎えに来ていること

が、見守っている方はわからなくて、もしも誘拐されている現場だった

らどうしようという不安があるという話が出た。 

また、登校を渋っている子がいて、道路に座り込んでしまったときに、

話し掛けてくださって、「おんぶしたら学校に行ける」と子どもが言った

ので、おんぶして学校まで来てくださった話、下校の際にトイレに行き

たくなってしまい、一緒にお店にトイレを借りて、かばんを持って待っ

ていてくださった話があり、本当に心温まる話をいろいろと聞ける機会

になった。 

・交通安全に関して、6 月に大磯警察の方にご協力いただき、交通安全

教室を実施する予定です。 

山西小 

教頭 

（山西小学校） 

・防犯防災それから交通安全を一括して管理するマニュアルとして、危

機管理マニュアルを作成して、職員に徹底しています。 

その内容としては、例えば防犯だと、不審者が学校に侵入した場合の行

動、それから職員の行動と子どもの行動、登下校中に不審者と遭遇して

しまった場合の行動等について、また、訓練の仕方などが載っている。 

・防犯の取り組みとして、45分程度の不審者対応訓練を 1月学期中にや

る予定です。それに向けて、防災タイムと防犯タイムと称して、朝の 15

分間を使って、防犯知識を確認する時間として取り組んでいます。 

・防犯の観点では、ＩＰ電話を導入していただいたので、ＩＰ電話を職

員が常時携帯し、緊急時に対応できるようにしている。 

・交通安全に関しては、学校運営協議会や、地区代表委員さんと連携し

て、今後また地区の交通、通学路の点検等にもまたご協力いただく予定

ですので、よろしくお願いします。 

・子どもたちの登校班の集合場所と、何人ぐらいが大体この地域にいる

かということを、一目でわかるようなマップの作成も学校運営協議会と

学校と一緒に行っている最中です。 

・課題としては、ＰＴＡの方たちが当番制輪番制で旗振りの見守りをや

っていただているが、昨今、共働きの家庭が多く増えてきたので、なか

なか毎日出るのは負担が非常に大きい。特に地域差もあって、子供たち

の安全のためには見守りを徹底してやりたいが、状況が厳しくなってい

るという問題がある。学校運営協議会でもこの問題について議論した。

今度アンケートを取って状況を整理し、今後の旗振り当番について見直

しをしていこうという話が出ている。 

・本校は子ども安全日という、独自の見守り強化日を設けている。地域

の方にマチコミメールを使って呼びかけて、散歩しながらでも、家の前

でも構いませんので見守りご協力くださいというようなものを流してい

る。大体、月に 1回程度設けている。 

・通学路の見守り活動について、誰がどこで何人で活動しているのか把
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握するために、見守り活動の状況を調査し、意見も集めている。日頃よ

り皆さんご協力ありがとうございます。 

会員 旗振りのアンケートの内容は、「現状維持・週一回・週３回・なし」の

４項目で、２学期から変更していく方向で検討している。 

会長 旗振りにつきましては、生活のこともあるので、無理のない範囲でよろ

しいかと思う。 

また、散歩で地域の方に見守っていただくというのも一つかなとも思う

ので、８３（ハチサン）運動を紹介させていただいく。散歩に行くなら

ば、８時や３時の時間をねらって出ていただき、1人でも多くの方の目が

あれば、子どもたちの交通安全や防犯の見守りができるのかと思う。 

また、こども110番の家もあるので、そういったところの取り組み等も含

めて、検討するといいと思う。 

教育部長 アンケートの集計結果や今後の対応が決まったら、情報の共有は可能か。 

山西小 

教頭 

はい。 

教育部長 山西小学校さんの取り組みを、他の学校も参考にして進められたらよい

と思うので、ぜひよろしくお願いします。 

会長 昨今、登校班に参加しない子どもがいる。そういったことも含めて、登

校の安全をどうやって見守っていくのか、あるいは、登校班そのものの

存続についても、運営が難しくなっているところもあろうかと思う。検

討していく時期に来ているのかなと思うので、またこの会議で議論して

いただくこともよろしいのかと思う。 

年２回の開催ですが、それまでにまたご意見を集めてきて、持ち寄って

いただけるとありがたい。 

事務局 （二宮中学校） 

・自転車通学者への安全指導ということで、年度初めの安全指導と自転

車点検等の実施を行っている。月1回の自転車整備点検を実施し、指導を

している。 

・また教職員による街頭指導ということで、登下校時に教職員が街頭に

立って指導しています。 

・通学路の危険箇所の点検ということで、生徒さんから意見を吸い上げ

て、集団下校時に、教職員の先生方も一緒に危険箇所を確認しに行って

いるということです。 

・交通安全教室ということで、5月31日に実施予定で、全校対象でスケア

ードストレート方式の教室ということで、スタントマンを学校に呼び、

車と自転車の衝突事故の実演等をやっていただき、実際こういう衝突事

故が起きるとこういう状況になるんだよということで、実演をもって交

通安全の教育を行っていきたいと、教頭先生から情報いただいている。 

二宮西中 

教頭 

（二宮西中学校） 

日頃、児童生徒の安全を守っていただきまして誠にありがとうございま

す。 
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・昨年度、規約の改正をしてＰＴＡをニシサポという名前の組織に大き

く変えた。校外さんたちの仕事も、交通安全から、より地域との繋がり

というところに重点を置いてお仕事をしていただくことになっているの

で、通学路や交通安全、朝の登校指導、下校の見守りは、保護者の皆様

全体に投げかけをして、ボランティアの方に、年に１回何かお手伝いい

ただけませんかという形でお声を集めるようにして、保護者の皆さんに

負担にならないように、少しずつ変えていきたいなということでやって

いるところです。 

・安全指導につきましては、毎学期始業式の時に、安全担当から通学路

の使い方の指導をしている。 

・交通安全以外の安全指導については、年に４回程度避難訓練を行って

いて、昨年度の終わりには、今いる場所で“地震が起きて、理科室から

出火しました。どう逃げますか”ということを実施した。 

子どもたちは、授業が終わり、休み時間になるところだったので、いろ

いろな場所にいて、先生の指示ではなくて自分の頭で考えなくてはいけ

なくて、それを考えて、さあどう避難しますか？というところでストッ

プをかけ、教室に戻り、自分が考えたことをグーグルフォームで回答し

てくださいということをおこなった。 

意見では「火災」や「ルート」や「離れる」などの言葉を使って、自分

の頭で考えることができたのではないかと思う。 

中学生の発達段階として、教えられて動くだけではなく、自分の頭でど

う動くかというところまで育てていきたい。小学校で育ててきていただ

いた基礎をよりしっかりとさせたいなと考えて日々指導している。 

・６月８日には、一斉引取り訓練があり、中学校では昨年度から引き取

り訓練をするようになった。それまでは、子どもたちを地区ごとに、集

団下校させていたけれど、大きな地震が来たときに、自宅が無事かどう

かわからない、うちの方がいらっしゃるかどうかもわからない。 

そこにたとえ中学生と言えども、子どもたちだけを帰してしまうのは心

配だということで、昨年度から保護者の方に引き取りをしていただくこ

とになった。 

小さいお子さんがいらっしゃるご家庭だと誰から順番に行ったらいいの

かとか、一色小学校に行って、西中に行ってというのはとても大変かな

とは思うが、この訓練を通じて、本当にそういうことが起きたときには

どうしたらいいのかということをご家庭と一緒に考えていけたらいいな

と思っている。 

・最後に先ほど合同点検の一覧表の話が出ていたが、これ以外の合同点

検していないところの抽出箇所については、二宮町のホームページで検

索すると昨年度の会議の記録の中に出てくるので、ご参考になればいい

かなと思う。 

・保護者と生徒たちからの声をきちんと集めて、通学路の安全を見守っ

ていきたいと思いますので、ご協力どうぞよろしくお願いいたします。 
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会長 今ご紹介いただきましたが、ＰＴＡの運営の方法もだいぶ変わってきて、

過渡期に入ってきているのかなという感じがしている。 

ＰＴＡにも参加されない親御さんもいらっしゃるということですので。

ただそういった方も含めて、誰一人取り残さない、すべての子どもたち

の安全安心を確保するということでこの協議会がありますので、ご理解

いただければありがたいと思います。 

また、今一斉引き取り訓練が６月８日木曜日となっておりますので、ま

たそのことにつきましてもご協力いただければありがたい。 

会員 不審者の話は全部大磯の話だが、子どもたちには具体的にどのように指

導しているのか。 

二宮小教頭 例えば、二宮町内でこういう不審者が出たよという事案で、児童にも共

有した方がいいと判断できたものについては、学級担任を通じて子ども

たちに朝の会や帰りの会で、実は昨日こういうことがありました、こう

いう観点から危険なので、こういう時は、例えば近くのＳＯＳの家に逃

げましょうとか、大人にすぐ知らせてねということで、その時その時で、

子どもたちに指導している。 

会長 親御さんにはマチコミメールで伝えている。 

マチコミメールは、自分の地区だけでなく、他の地区も受信したいとい

うことであれば、学校に言っていただくと近隣のマチコミも受信するこ

とができる。 

会員 アクティブクラブでは、特に気になるのが道端の雑草で、結構延びてし

まうと通学に影響するので我々も刈っているが、そこにこっそり隠れる

ことができるので、この辺の対策をぜひお願いしたい。 

大磯警察署 

生活安全課

長 

警察で認知した不審者情報は、ピーガルくん子ども安全メールからも発

信している。県警のホームページからアクセスできるので、これも一つ

の手段として活用していただければと思う。 

大磯警察署 

交通課長 

実は今年の二宮町管内の人身事故が非常に多くなっている。幸い、登下

校中の人身事故はないが、軽い接触であるとか、自転車で交通ルールを

無視した運転の仕方をして車と接触したという事案も発生している。

我々もすでに連携して、安全教室の段取りをとっている小学校もある。

安全教育の指導等を徹底していきたいと思っている。 

特にこの地区においては国道1号線、あと秦野二宮線という大きい道路で

の事故が、特に交差点での事故が多く発生している。運転される方も、

歩行者、特に小さいお子さんの飛び出しには十分注意していただきたい。 

会長 自転車のヘルメットが努力義務ということで始まりましたので、そうい

ったところも含めて、見守っていただけるとありがたいかなと思う。 

防災安全 

課長 

・交通安全、防犯について、地域の方や保護者の方からいろいろと要望

が出てくるので、町は必ず現場を見るようにしている。 

例えば、信号や道路標示、ミラー、防犯灯をつけてほしいという声があ

るが、すべて叶えることができないので、まずすぐにできる対応として、

「スピードを落とせ」や「子供に注意」などの看板があるので、ぜひご
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相談いただければと思う。 

・旗振りの話では、以前は町から黄色のカッパと旗を配っていたが、コ

ロナ禍において、皆さんで帽子とカッパを使いまわすことはしなくなり、

どこの班も旗だけになっていると思う。雨などで見にくくなったり切れ

たりした場合には、防災安全課に在庫があるので、校外委員の方で情報

共有していただいて、防災安全課へお話しください。 

いま地区でもボランティアの方に立っていただいていると思うが、何か

欲しいという要望があれば、旗だけでも渡すことができるので、防災安

全課にご相談ください。せっかくご協力いただいているので、自分の身

を守るのがまず大事だと思うので、防災安全課へご相談いただければと

思う。 

会員 協力いただいている方に渡してよいのか。 

防災安全 

課長 

はい。ただし数に限りがあるので、まずご相談いただければと思う。 

都市整備 

課長 

昨年の点検結果によって設置工事が終わってないものについては、引き

続き進めさせていただきたいと思う。また今後、点検結果や、随時何か

しら安全対策が必要なものについては、防災安全課や大磯警察の方とも

連携協議をさせていただく。 

今一番言われているのは、車両のスピードの抑止の面がやはり一番大き

なものだと思うので、なるべく我々も効果的であろうというものは、研

究させていただいて、安全対策に努めていきたいと思っている。 

会員 車のスピードについて、以前、地区要望で二宮中学校の横の道に突起物

をつけてガタンとしてスピードを落とすというものをお願いしたが、立

体的に見える絵を書いてくれた。最初のうちは非常に効果があったが、

段々慣れてきて、誰も気に留めなくなってしまった。大きく作るのが大

変だとしたら、何か時々違う絵を書いて、継続的な対策をお願いしたい。

スピードを出せないようにお願いしたいと思う。 

事務局 次回の会議は、令和６年２月２日（金）10時より同じ場所で開催します。

また、本日の会議録を事務局で作成し、取りまとめが終了次第、各会員

の皆様に送付させていただきます。お手元に届いたら確認をお願いしま

す。なお、本日の会議資料も後日ホームページに掲載させていただきま

す。 
 


